
純
粋
宗
撃
本
質
論
の
資
料
ミ
問
題

｜
｜
即
身
成
偽
研
究
本
論

第
一
篇
問
題
皐
的
究
明
そ
の
一

1
l

会
ニE二

住

妙

一
般
に
問
題
撃
が
哲
撃
研
究
の
世
界
に
於
て
は
、
非
常
に
重
要
な
機
能
守
果
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
と
と
、
今
夏
い
ふ
ま
で
も
た
い
。

五
口
が
宗
臨
T

．
特
に
純
粋
宗
皐
研
究
に
於
て
も
‘
そ
の
本
来
の
意
味
か
ら
し
て
‘
そ
の
急
要
た
る
所
以
は
す
で
に
諸
論
文
に
於
て
論
及
し
・
米

っ
た
所
で
あ
る
。

従
来
の
諸
宗
の
宗
兼
が
、
往
々
に
し
て
互
に
荘
厳
己
義
一
蹴
さ
れ
た
り
‘
或
は
牽
強
附
曾
乃
至
猫
善
的
危
蹴
念
遊
戯
た

E
に
了
っ
た
の
は

自
ら
深
刻
に
内
省
魁
質
し
て
い
く
所
の
、
問
嗣
皐
的
機
能
を
忽
諸
に
し
た
た
め
に
外
な
ら
む
と
忠
ふ
。
そ
と
で
我
L
K

は
蕊
に
枝
末
的
・
な
諭

争
や
．
ひ
い
て
は
感
情
的
紛
議
の
水
か
け
論
に
能
る
こ
と
な
く
・
民
に
最
も
重
要
な
る
根
本
問
題
を
提
出
し
、
是
に
趨
E
安
営
危
而
も
公

正
厳
密
な
方
法
態
度
b
L
と
っ
て
、
貰
際
的
成
果
を
盛
ん
と
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
数
年
来
、
純
粋
宗
曲
学
の
理
念
と
そ
の
展
開
．
宗
皐
の
基
調
、
救
椛
本
質
論
‘
乃
至
即
身
成
悌
研
究
序
説
等
に
於
て
、
宗
串
一
般

に
沿
け
る
問
題
撃
的
研
究
の
歩
武
を
進
め
必
り
‘
今
ゃ
い
よ
／
＼
そ
の
本
論
の
聖
扉
を
拘
か
ん
と
す
る
と
き
．
か
へ
り
み
て
問
題
接
的
耐

究
の
メ
ス
を
一
居
新
鋭
に
致
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
す
る
。

純
拙
仲
宗
組
中
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
問
丘



純
帥
仲
宗
胤
中
本
質
論
の
資
料
と
問
題

pq 
，、

そ
も
J
・
・
1
斯
の
研
究

m
即
身
成
僻
附
究
）
は
‘
問
題
壊
が
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
も
徒
ら
に
机
上
に
提
出
し
た
の
で
は
な
く
、
問

題
撃
的
・
な
経
緯
に
於
て
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
経
緯
に
ゐ
け
る
諸
保
件
が
附
殺
さ
れ
七
ゐ
る
の
で
あ
る
が
．
此
の
事
は
純
粋

宗
撃
の
金
一
機
構
に
沿
け
る
中
植
地
位
に
劃
す
る
要
意
を
備
へ
、
自
づ
と
本
論
の
第
二
何
冊
以
下
の
究
明
に
於
て
具
体
的
に
明
か
と
な
る
で

あ
ら
う
。
但
し
、

一
例
は
さ
き
の
研
究
序
説
と
敬
樺
論
と
に
於
て
そ
の
急
要
を
論
じ
た
中
に
現
質
的
論
理
的
に
一
の
天
運
と
し
て
提
題
3

れ
で
ゐ
る
の
に
見
ら
れ
よ
う
。

問
題
態
は
、
即
也
芳
成
伸
研
究
を
提
起
し
つ
L
．
そ
の
研
究
封
象
と
そ
れ
に
闘
越
す
る
方
法
論
を
厳
終
に
制
定
す
る
。
而
も
さ
丸
に
研
究

過
程
及
び
成
果
に
劃
し
で
も
註
詮
そ
の
も
の
へ
も
あ
く
ま
で
吟
味
を
怠
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

序
説
に
謹
ペ
た
如
く
、
と
の
研
究
は
単
に
一
科
の
研
究
題
目
で
は
な
い
。
持
久
古
来
の
一
論
題
で
も
な
い
。
純
粋
宗
串
の
本
質
論
で
る

る
。
そ
の
方
法
も
・
諸
多
の
即
成
論
の
編
成
乃
至
論
究
で
友
く
し
て
、
直
爾
に
宗
副
そ
の
も
の
へ
で
あ
る
。
宗
臨
御
自
身
の
即
成
論
で
も

－
泣
く
、
「
宗
組
自
体
の
即
身
成
僻
」
そ
の
も
の
に
封
す
る
研
究
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
研
究
方
法
と
し
て
は
‘
さ
し
賞
り
｛
一
市
岨
の
書
き
遣
さ
れ
た
諸
文
献
、
賞
際
行
蹟
bz
惇
ふ
る
史
停
錯
す
の
研
究
資
料
に
針
す
る
、

文
献
閥
単
的
、
精
紳
科
率
的
思
想
史
的
人
間
撃
的
研
究
も
必
要
と
す
る
。
之
が
研
究
の
具
体
的
方
法
や
分
野
を
開
拓
し
て
い
く
に
し
て
も
、

ま
づ
問
題
曲
学
的
に
究
明
す
る
こ
と
を
先
決
せ
ね
ば
危
ら
ぬ
。
即
ち
ま
づ
．
御
遺
文
だ
け
に
つ
い
て
も
、
宗
岨
の
即
成
に
闘
す
る
交
献
が
年

代
的
に
い
か
に
あ
る
か
、

い
か
に
放
は
れ
て
ゐ
る
か
．
始
中
総
と
護
展
的
に
い
か
に
あ
っ
た
か
、
い
か
に
宜
詮
さ
れ
た
か
等
々
を
窺
は
ね

ぽ
・
な
ら
ね
で
る
ら
う
。
市
も
そ
と
に
白
づ
か
ら
た
る
体
系
を
認
め
よ
ろ
し
‘
さ
ら
に
之
に
本
づ
い
て
い
か
た
る
研
究
課
題
が
新
た
に
提
起

さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
、
叉
同
時
に
そ
れ
に
劃
す
る
受
賞
た
研
究
方
法
を
と
る
べ
き
か
と
い
ふ
や
う
に
、
綾
剃
た
る
理
念
b
L
字
み
、
新
鋭
な

問
題
畢
的
意
園
を
以
て
‘
か
う
し
た
根
本
資
料
に
封
虚
す
べ
き
で
る
る
。



扱
て
我
々
は
か
う
し
た
意
闘
の
も
と
に
、
研
究
を
進
め
る
に
堂
り
、
ご
く
す
た
ほ
に
大
聖
人
の
民
姿
或
は
御
意
志
の
あ
り
ゃ
う
を
伺
は

う
と
す
る
と
き
、
刊
と
ろ
し
て
も
編
年
体
の
御
遺
文
を
そ
な
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
行
の
版
で
は
編
年
休
と
雄
も
、
完
全
と
は
い
へ
な
い
が
、

今
の
と
と
ろ
は
や
む
な
く
‘
大
凡
の
見
営
を
つ
け
る
に
大
過
な
き
を
期
す
る
の
み
で
あ
る
。

戒
体
即
身
成
備
義

遺
文
録
谷
踊
の
も
り
‘
御
自
題
の
辿
作
。
｛
一
双
岨
廿
一
才
、
蓮
長
時
代
、
現
に
題
下
に
‘
「
安
一
長
凶
清
澄
山
住
人
蓮
長
摂
」
と

b
る
。
｛
一
不
岨

が
未
曾
有
の
閑
休
大
賓
と
敬
凶
作
の
素
澗
・
新
興
と
の
混
沌
裡
に
根
本
的
た
疑
惑
を
懐
か
れ
、
護
心
出
家
立
願
修
壌
と
な
り
、
清
澄
寺
の
賀

識
を
讃
破
し
去
り
、
時
の
覇
府
鎌
倉
に
笈
を
負
う
て
‘
締
念
伸
の
新
興
宗
救
の
門
を
拘
い
て
そ
の
根
械
を
伺
き
、

一
度
故
山
に
か
へ
り
思

を
凝
ら
し
て
も
の
さ
れ
た
‘
新
進
気
鋭
の
属
女
作
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
志
向
態
度
資
料
な

E
と
し
て
も
聖
人
一
代
の
殺
閥
単
行
跡
に

深
遠
な
t
u
る
も
の
を
合
ん
で
ゐ
る
。
之
が
研
究
は
、
草
に
文
献
的
た
訓
詰
的
左
方
法
で
な
く
、
全
く
新
し
い
光
を
そ
L

が
ね
ば
な
ら
ぬ
制

野
で
あ
る
と
思
ふ
。

な
ほ
本
題
に
入
る
に
先
だ
ち
、
新
た
な
研
究
問
題
と
し
て
提
出
し
度
い
の
は
．
宗
串
本
質
論
と
し
て
の
、
護
心
立
繭
の
一
研
究
で
あ
る
。

以
前
、
宗
撃
の
基
到
と
し
て
「
主
体
性
」
の
把
握
と
そ
そ
の
中
植
中
接
た
る
と
と
を
論
じ
た
が
、
然
る
上
か
ら
は
営
然
‘
主
体
の
務
勤
が

一
に
か
L
っ
て
と
の
護
心
に
あ
る
、
立
願
に
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
い
か
・
な
る
動
機
に
よ
っ
て
琵
心
し
、
い
か
な
る
態
度
に
或
は
経
過
に

於
て
進
ん
で
行
っ
た
か
。
そ
れ
が
並
優
れ
た
事
業
者
で
あ
る
限
り
・
な
ほ
そ
れ
が
現
宮
人
間
性
（
凡
人
吐
舎
住
〉
以
上
の
謂
は
ど
、
神
秘

的
境
域
に
ま
で
連
関
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
限
り
‘

一
居
の
公
正
殿
密
さ
を
以
て
之
が
検
討
を
致
さ
ね
ば
左
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

現
在
の
宗
敬
科
皐
・
宗
敬
哲
壊
の
研
究
に
於
て
も
最
近
か
ろ
し
た
点
を
重
要
閲
さ
れ
て
来
て
は
ゐ
る
が
、
我
宗
風
ナ
界
に
於
て
は
、
何
を

純
粋
宗
劇
中
本
質
論
の
資
料
主
問
題

一
問
七



純
粋
宗
串
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
叫
八

措
い
て
も
斯
の
点
の
再
吟
味
を
最
大
慎
一
良
さ
を
以
て
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
ま
い
か
。

併
し
現
今
の
宗
政
心
理
事
に
於
て
回
心
現
象
が
重
視
さ
れ
て
ゐ
て
も
‘
そ
れ
が
単
に
偶
殻
的
鍵
態
的
事
象
を
扱
ふ
の
が
営
然
と
す
る
か

の
如
き
恩
ナ
界
の
趨
勢
に
は
煩
は
さ
れ
や
に
、
我
々
は
、
聖
人
の
救
事
本
質
論
に
於
て
、
神
秘
性
よ
り
は
等
ろ
一
小
常
性
健
全
性
が
、
そ
の
特

質
で
る
る
と
と
を
注
意
し
つ
L
検
究
す
ぺ
き
で
あ
る
。
従
て
予
常
健
全
な
部
面
で
あ
る
か
ら
、
人
間
謬
的
に
理
解
し
易
い
所
で
あ
ら
う
。

周
知
の
如
く
‘
聖
人
の
性
絡
は
弱
い
人
間
性
と
か
、
感
傷
的
と
か
い
ふ
よ
り
も
、
強
い
人
間
性
と
現
宜
吐
曾
性
に
根
ざ
し
た
理
性
。
情

烹
性
で
あ
る
以
上
、
そ
の
聖
人
の
費
心
立
踊
が
、
自
づ
3
C
殻
勤
し
て
、
多
年
の
修
皐
と
立
敬
問
宗
と
博
道
岡
諌
と
迫
害
に
底
す
る
の
態
度

喪
身
失
命
底
の
大
白
莞
等
－
R

、

一
代
の
行
跡
思
想
信
仰
悉
く
を
、
勤
恥
し
た
の
で
あ
る
と
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
殻
心
立
闘
と
し
て

張
し
た
あ
る
も
の
は
、
現
・
質
人
間
て
ふ
地
盤
の
底
探
く
、
地
下
霊
的
に
根
張
り
乍
ら
、
一
代
の
行
動
自
費
の
花
賞
を
開
結
し
た
の
で
あ
る
。

的
ハ
J

て
斯
の
研
究
課
題
は
、
聖
人
の
始
中
経
一
貫
せ
る
も
の
を
基
礎
づ
け
．
乃
至
は
把
握
す
る
上
に
於
て
ま
と
と
に
不
可
欠
の
も
の
た
る

こ
と
、
今
兇
冗
諭
す
る
に
も
営
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
純
粋
宗
皐
領
域
も
開
拓
さ
れ
や
九
ま
し
て
と
の
課
題
の
重
要
意
義
も
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
色
、
特
に
誌
に
念
記
す
る
次
第
で
あ
る
。

次
に
之
に
引
き
麗
い
て
出
て
来
る
の
は
‘
琵
心
立
願
の
動
き
で
あ
る
。
聖
人
の
修
島
一
求
自
の
経
過
で
あ
る
。
な
る
ほ
ぞ
従
来
、
清
法
寺

出
家
、
島
一
a

習
、
鎌
倉
叡
山
南
都
等
の
遊
撃
は
、
偉
記
に
は
た
し
か
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
之
を
ば
も
っ
と
科
撃
的
に
る
と
づ
け
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
る
る
。
最
近
僅
か
の
研
究
文
献
は
散
見
す
る
が
、
系
統
的
に
綜
合
的
に
も
っ
と
大
い
に
進
め
ね
ば
な
ら
ね
。
い
ま
の
戒
休
義
そ
の

他
数
結
の
開
宗
前
の
著
作
、
手
記
類
、
或
は
先
年
登
見
の
十
七
歳
の
時
の
寓
本
等
・
み
な
重
要
資
料
で
あ
ら
う
。
清
澄
寺
の
〈
一
否
日
系
統
‘

ヰ
寸
格
因
縁
等
は
勿
論
、
そ
の
近
漣
の
宗
救
情
勢
、
さ
ら
に
鎌
An遊
些
期
の
岬
究
（
営
時
の
傾
』
倉
府
の
教
界
等
の
間
接
的
諸
研
究
を
ふ
〈
む
）

摂
山
遊
鳳
十
期
〈
叡
山
の
賀
情
‘
特
に
聖
人
を
め
ぐ
る
師
友
と
そ
の
皐
系
、
諸
寺
諸
山
へ
の
遊
歴
な
げ
と
）
の
研
究
に
は
で
き
る
限
り
の
資
料



を
蒐
め
て
、
ご
く
科
曲
学
的
危
研
究
を
進
め
ね
ば
た
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

扱
て
本
題
に
入
っ
て
、
ま
づ
題
撹
を
見
る
。
す
た
ほ
に
「
戒
体
と
即
身
成
備
と
の
闘
係
」
を
明
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
本
文
に
入
る
と

胃
胤
「
法
花
浬
撰
之
戒
体
少
有
不
問
、
分
詩
二
門
‘

一
者
小
乗
戒
体
、
二
者
樺
大
衆
戒
体
‘
三
者
法
花
開
舎
戒
体
、
問
者
真
言
宗
戒
休
」

曹
と
あ
る
に
見
れ
ば
、
こ
の
交
の
限
り
閥
単
に
戒
体
義
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
‘
内
容
で
は
戒
体
と
即
成
と
の
開
係
を
非
常
の
熱
意
あ
る
筆

で
論
ぜ
ら
る
。

末
尾
に
「
真
言
の
戒
休
は
人
見
ι
之
不
し
依
師
ノ
相
承
可
レ
失
故
に
別
に
記
し
て
一
具
に
不
レ
時
。
但
し
標
章
に
載
す
る
事
は
宿
入
下
一
一
－
人
州
一
一

問問教

2
特
教
ノ
勝
一
也
」
と
る
っ
て
、
首
尾
不
相
躍
を
断
は
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
別
に
記
」
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
現
に
停
っ
て
ゐ
な
い
や
ろ
だ

が
、
更
究
。

本
筋
は
前
三
顕
救
分
、
後
一
密
政
分
．
市
も
掘
劣
智
勝
の
立
場
で
、
内
容
は
後
一
を
欠
い
た
顕
救
常
分
の
戒
体
即
成
義
で
あ
る
。
即
ち

戒
の
本
末
論
‘
戒
体
色
心
論
、
戒
法
依
経
論
・
開
舎
未
開
合
論
等
。
就
中
小
一
飛
は
茨
身
減
智
の
故
に
、
二
乗
永
不
成
怖
の
故
に
即
成
の
義

－
泣
く
‘
構
大
乗
も
陸
劫
修
行
の
故
に
即
成
に
非
や
、
賀
大
乗
法
花
浬
繋
の
戒
体
は
、
具
足
根
本
業
清
持
戒
と
は
菩
薩
戒
で
即
ち
五
戒
に
外

－
な
ら
ぬ
。
十
界
す
べ
て
の
身
土
は
丘
戒
戒
体
の
依
報
正
報
で
あ
る
と
し
、
「
五
戒
を
以
て
得
た
る
六
根
六
境
六
識
を
改
め
や
し
て
押
へ
て
伸

因
と
間
合
す
る
也
。
龍
女
が
即
身
成
備
は
不
改
高
生
蛇
道
身
三
十
二
相
之
即
身
成
伸
也
し
と
一
不
し
、
「
九
界
の
衆
生
の
身
を
帥
閃
ム
」
習
へ
ぱ

五
戒
即
悌
悶
也
」

と
定
義
し
、
「
愚
左
る
思
一
者
は
法
花
己
前
に
は
二
乗
計
り
色
心
を
滅
す
る
故
に
不
レ
成
＝
得
道
－
c

強
口
躍
凡
夫
は
可
し
成
＝
得

道
一
と
思
へ
り
。
不
し
爾
事
也
。
十
界
五
共
す
る
故
に
妙
法
也
。
さ
る
に
て
は
百
一
＝
十
界
一
二
乗
菩
薩
凡
夫
を
共
足
せ
り
故
に
二
飛
を
不
成
悌

と
一
去
は
ぱ
、
凡
夫
菩
睡
も
不
成
仰
と
一
足
ふ
事
也
Q

法
花
の
意
は
一
界
の
成
怖
は
十
界
の
成
伸
也
。
法
花
己
前
に
は
怖
も
非
一
一
貫
伸
一
。
九
回
作

純
粋
宗
製
本
質
論
的
安
料
と
問
題

一
問
九



純
粋
宗
串
本
質
論
の
養
料
正
問
題

一
沢

O

を
隔
て
し
帥
・
な
る
故
に
。
何
に
況
ん
や
九
回
仲
を
や
っ
然
る
に
法
花
の
意
は
凡
夫
も
質
に
は
仰
な
り
。
十
界
具
足
の
凡
夫
去
る
故
に
。
何
に

況
ん
や
仰
凶
作
を
や
」
か
や
う
に
十
界
王
共
を
以
て
雨
前
無
得
遣
を
姑
し
て
法
花
員
賓
の
敬
戚
を
一
不

L
・
衆
ね
て
持
土
宗
義
の
易
符
論
法
花

誹
読
を
難
破
し
て
最
後
に
「
法
花
魁
の
悟
と
巾
す
は
此
困
土
を
我
等
が
身
と
搾
迦
如
来
の
御
舎
利
と
一
っ
と
知
る
也
」
の
詮
文
に
提
婆
品

の
「
翻
三
千
大
千
世
界
」
云
k

の
文
を
引
き
‘
草
木
園
土
人
高
等
一
切
樟
迦
併
の
御
舎
利
と
活
脚
侍
さ
れ
た
の
は
、
ま
と
と
に
全
信
の
周
目

で
ぢ
る
。

以
上
そ
の
梗
蹴
と
片
鱗
を
見
て
も
‘
即
身
成
併
の
貨
義
を
ば
、
俳
敬
串
的
戒
休
論
を
以
て
賓
詮
さ
れ
た
一
の
試
み
で
あ
る
。
敬
判
と
し

て
は
顕
劣
続
勝
の
立
場
で
る
る
が
、
そ
の
着
眼
は
優
に
営
代
口
体
法
門
の
奥
底
に
徹
し
、
意
闘
は
ま
さ
に
聖
人
一
代
の
敬
皐
的
諸
領
域
を

ー

ノ

＼

ノ

暗
示
す
る
も
の
多
々
あ
る
。
例
せ
ば
、
即
成
の
理
体
的
究
明
と
し
て
、
一
自
然
科
撃
的
世
界
観
（
五
戒
・
色
心
二
法
・
十
二
因
縁
）
二
法

f
s

、

、

、

ノ

、

、

ノ

花
艇
の
敬
理
ハ
五
陰
・
十
如
・
一
念
三
千
・
間
合
）
等
。
叉
法
花
艇
の
敬
判
的
地
位
に
う
い
て
は
、
一
龍
女
成
伸
・
二
乗
作
帥
、
ご
雨
前

f
z

、、

r

，、、

1
ノ

無
得
道
‘
三
約
宗
判
の
念
伸
破
。
或
は
即
成
と
戒
法
と
の
問
題
．
久
遠
質
成
の
本
仰
に
闘
す
る
問
題
等
閑
宗
前
は
勿
論
開
宗
後
の
諸
御
苦

の
基
本
的
な
立
場
を
暗
示
し
．
乃
至
は
そ
の
素
材
的
内
海
を
合
ん
で
ゐ
る
も
の
で
、
と
の
点
さ
ら
に
研
究
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

た
ほ
と
の
抄
の
戒
の
詮
明
や
、
法
花
開
舎
の
戒
体
に
つ
い
て
は
、
蓮
長
ム
」
御
署
名
あ
る
一
A

戒
法
門
」
に
詳
し
い
。
叉
即
成
義
の
末
に
「
法

花
経
を
日
疋
の
体
に
得
レ
意
則
真
言
の
初
門
也
。
此
関
土
と
我
等
が
身
を
不
L

捨
、
寂
光
洋
土
耽
庫
遮
那
怖
に
て
有
也
。
十
界
具
足
の
搾
迦
如

来
の
御
合
利
と
可
知
。

此
を
と
そ
大
日
経
の
入
院
宣
茶
雑
具
縁
品
に
は
憶
に
詑
れ
た
る
也
。
真
言
の
戒
体
は
人
見
レ
之
師
に
依
ら
や
し
て
は

相
承
を
失
ふ
ベ
し
」
と
さ
れ
、
果
し
て
別
に
記
さ
れ
た
真
言
宗
の
戒
体
か
ど
う
か
分
ら
ぬ
が
‘
二
年
後
寛
一
冗
二
年
九
月
の
興
宝
刀
あ
る
「
色

心
二
法
抄
」
の
内
容
が
そ
れ
に
営
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。



色

心

ニ

法

抄

胃
一
闘
に
「
先
づ
止
観
民
言
に
付
て
此
旨
を
能
々
可
ι
得
ι
意
也
。
道
心
と
は
無
始
よ
り
不
思
議
の
妙
法
蓮
花
粧
の
色
心
、
五
輪
五
怖
の
白
河

を
持
ち
・
な
が
ら
迷
ひ
け
る
事
の
悲
し
き
也
。
如
何
し
で
も
此
旨
を
能
K

可
し
等
也
。

二
世
の
諸
仰
の
世
に
出
で
ま
し
ま
し
て
は
．
先
づ
如

何
に
し
て
も
此
理
乞
詑
き
知
せ
ば
や
と
思
食
す
。
叉
大
日
如
来
も
是
を
一
大
事
と
思
食
し
て
五
倫
五
俳
の
旨
を
詑
き
即
身
成
帥
の
理
を
顕

は
し
給
ふ
」
と
て
以
下
五
戒
瓦
智
五
伸
、
妙
法
の
五
字
は
全
く
我
等
衆
生
の
依
正
色
心
の
二
法
に
外
な
ら
ぬ
ζ

と
乞
附
さ
れ
た
。
「
放
に
生

死
の
二
法
は
、
色
心
の
二
法
に
て
有
け
る
也
。
円
疋
即
民
言
止
視
の
観
法
、
出
離
生
死
の
頓
設
也
o

道
場
所
得
の
妙
情
、
妙
売
則
然
の
知
見

也
。
最
後
嗣
格
の
時
は
此
理
主
忠
食
し
定
む
ぺ
し
」
と
結
ぼ
れ
ゐ
る
の
は
、
た
し
か
に
か
の
即
身
義
の
結
論
と
相
麿
せ
る
一
筋
で
あ
る
。

以
上
み
な
開
宗
前
の
連
作
で
あ
る
故
か
、
信
行
を
す
t
A

め
や
、
法
行
的
K
．
即
成
の
理
体
論
に
格
的
す
る
。
即
ち
訟
花
魁
の
数
理
と
臼

然
法
（
自
然
科
曲
学
的
世
界
観
）
と
の
一
設
に
向
っ
て
論
詮
乞
努
め
ら
れ
、
所
々
「
と
の
理
な
知
る
」
と
よ
く
あ
る
の
は
、
と
の
問
の
消
息

を
も
の
語
る
υ

然
し
こ
の
敬
（
法
花
経
の
敬
理
）
と
理
（
自
然
法
、
世
界
原
理
）
と
の
契
設
を
莞
如
し
た
上
で
の
修
行
へ
信
心
問
題
と
か

知
解
説
心
〉
は
開
宗
後
の
詩
作
に
始
め
て
期
間
は
れ
る
。
開
宗
直
後
数
年
間
は
、
や
は
り
即
成
の
理
体
的
究
川
の
色
は
相
営
濃
厚
で
あ
る
。

十
二
因
縁
御
書
・
一
念
三
千
理
事
・
一
念
三
千
法
門
・
栂
在
一
念
抄
等
は
そ
の
例
で
あ
る
。

失
に
開
宗
以
後
の
御
者
を
拝
す
る
に
営
り
新
た
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
「
悶
宗
時
の
御
確
信
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
即
ち
聖
人
の
護
心

立
願
修
属
片
の
結
果
が
‘
い
か
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
之
は
た
ど
そ
の
開
宗
営
時
の
文
献
に
よ
っ
て
分
る
こ
と
で
な
い
と
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
そ
も
／

L
聖
人
の
御
態
度
と
し
て
ま
た
御
性
格
と
し
て
、
考
へ
た
こ
と
忠
ひ
つ
い
た
と
と
を
た

r
漫
然
と
背
き
浅
さ
れ
か
り

純
粋
由
市
場
本
質
論
の
資
料
と
問
題

:ti. 



純
粋
宗
与
が
質
論
の
資
料
正
問
題

五

費
表
さ
れ
る
方
で
は
・
な
か
っ
た
乙
と
か
ら
し
て
も
、
否
む
b
ろ
な
る
べ
く
局
限
し
て
、
寡
獣
の
聖
者
の
常
と
し
て
時
底
位
に
陪
じ
て
や
む

た
く
謹
言
行
動
せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
．
よ
ほ
ど
慎
重
に
こ
の
↓
諜
題
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
論
裁
は
い
ふ
で
あ
ら
う
つ
聖
人
の
策
作

に
う
れ
そ
の
時
院
に
即
し
て
解
轄
し
て
い
け
ば
よ
ろ
し
い
で
は
な
い
か
、
開
宗
時
に
ピ
う
考
へ
ら
れ
よ
う
と
、
ま
た
確
信
が
刊
と
う
あ
ら
う

と
も
、
そ
の
殻
去
の
時
路
で
な
い
限
り
筆
作
以
上
の
確
信
た
ど
詮
京
す
る
に
も
及
ぶ
ま
い
と
。
然
し
、
さ
き
に
も
辿
べ
た
泊
り
聖
人
の
内

懐
さ
れ
た
確
信
は
よ
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
議
一
衣
は
そ
の
必
要
性
の
最
低
限
度
で
あ
る
と
と
L
、
従
て
琵
去
、
表
現
が
も
の
一
品
川
る

内
容
と
時
臨
位
そ
の
も
の
が
非
常
な
亘
要
た
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る
と
と
を
窺
ふ
上
に
於
て
も
、
裁
ら
は
最
初
開
宗
時
の
御
確
信
を
充
分
に

慎
重
に
検
究
し
て
を
か
ね
ば
な
ら
ね
。
例
へ
ば
か
の
安
凶
論
中
封
破
さ
れ
た
営
の
も
の
が
、
文
面
で
は
単
に
念
併
特
に
法
然
の
撰
揮
集
に

止
ま
る
や
う
で
あ
る
が
、
後
年
聖
人
自
ら
h

調
書
き
に
な
っ
た
も
の
に
よ
る
と
、
安
岡
諭
に
は
蹄
念
仰
を
悦
し
、
そ
の
裏
に
は
杭
い
も
良
一
一
つ
口
も

諸
宗
一
蹴

κ破
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
思
者
に
は
こ
の
趣
は
知
り
難
い
と
一
五
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
徴
し
て
も
（
古
来
之
を
附
文
元
意
と
曾

通
は
し
て
ゐ
る
が
）
我
々
は
な
ほ
岐
・
立
法
門
の
経
多
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
か
た
り
慎
亘
な
興
寄
進
退
の
沿
も
む
き
を
察
し

筆
作
の
文
節
表
現
の
内
面
に
ひ
そ
む
御
精
神
を
窺
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
か
に
自
由
奔
放
暴
誕
極
ま
る
文
掛
の
中
に
も
、
決
し
て
無
責
任
な

放
一
口
口
や
、
空
疎
な
説
文
の
・
た
い
と
と
を
‘
少
く
と
も
聖
人
主
千
常
人
健
全
人
と
信
認
す
る
限
り
、
心
得
べ
き
僚
件
で
あ
ら
う
。
よ
っ
て
、

開
示
営
峠
の
御
確
信
に
つ
い
て
、
少
〈
も
重
一
要
救
出
申
上
の
問
題
、
世
合
同
家
人
生
観
世
界
観
的
な
信
念
を
‘
で
き
る
だ
け
透
察
し
て
を
か

ね
ば
た
ら
ぬ
と
岡
山
ふ
。

女

人

往

生

紗

建
長
五
年
即
ち
同
宗
の
年
の
作
、
大
意
は
女
人
往
生
は
法
花
艇
に
以
る
と
い
ふ
旨
b
L

．

一
一
代
俳
救
の
大
小
、
樫
貨
の
帥
性
論
よ
り
詑
き



起
し
・
末
代
後
丘
百
蔵
の
女
人
往
生
成
制
仰
の
立
場
か
ら
救
判
を
立
て
ら
れ
た
。
之
は
成
仰
の
た
め
の
信
心
修
行
を
生
む
べ
き
基
調
と
し
℃

重
要
な
意
義
を
も
っ
と
思
ふ
。

な
ほ
か
う
し
た
批
判
的
立
場
を
論
明
さ
れ
た
も
の
に
次
の
二
者
が
あ
る
。

蓮諸

宗

問

答

抄

盛

抄

何
れ
も
建
長
七
年
の
作
‘
前
者
は
岬
宗
封
破
、
後
者
は
、
台
家
失
意
の
島
一
者
を
貢
め
、
蹄
宗
の
立
義
b
L

牒
破
、
民
三
一
口
花
厳
法
相
等
を
評

破
し
‘

一
抄
未
完
の
御
書
で
る
る
が
．
中
に
「
結
封
妙
と
は
闘
舎
の
法
門
」
と
て
「
随
て
法
花
の
大
海
に
入
ぬ
れ
ば
雨
前
の
権
救
と
て
嫌

は
る
h
A

者
無
き
な
り
。
皆
法
花
の
大
海
の
不
可
思
議
の
徳
と
し
て
南
無
妙
法
蓮
花
魁
と
一
足
ふ
一
味
に
た
L
き
た
し
つ
る
問
、
念
悌
戒
民
一
言

時
と
て
名
の
名
言
を
呼
出
す
ぺ
き
道
理
曾
て
た
き
な
り
」
と
い
ふ
の
は
、
事
行
（
修
行
門
）
の
南
無
妙
法
蓮
花
魁
で
は
な
く
、
敬
判
所
詮

の
要
法
と
し
て
の
七
字
に
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
も
註
意
を
要
す
る
。

念
備
無
問
地
獄
抄

建
長
七
年
の
作
．
標
章
に
「
念
仰
は
無
間
地
獄
の
業
因
也
G

法
花
経
は
成
悌
得
道
の
直
路
也
。
早
く
浮
土
宗
を
捨
て
法
花
粧
を
持
ち
、

生
死
を
離
れ
菩
提
を
得
べ
き
事
」
と
の
趣
旨
を
法
花
の
賞
義
よ
り
詮
明
し
、
つ
ぶ
さ
に
位
宗
？
史
停
を
引
い
て
ふ
一
羽
田
導
法
然
等
の
堕
械
の
相

と
近
世
念
悌
者
停
止
の
御
歌
書
を
載
録
。

一
八
敬
、
三
種
教
祖
、
衣
庵
室
御
書
、
穴
凡
四
雲
御
書

純
粋
宗
串
本
質
論
の
資
料
と
問
題

ヨI.



純
粋
宗
血
中
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
五
円

右
の
諸
御
堂
同
は
敬
判
に
閲
す
る
抄
録
。

－
代
雲
教
大
意

正
嘉
二
年
（
開
宗
後
五
年
、
品
川
七
歳
）
の
作
。

大
体
敬
判
論
で
あ
る
が
、
中
に
別
敬
の
評
決
に
「
一
人
と
し
て
一
生
に
怖
に
成
る
者
な
し
。
又
一
行
を
以
て
併
に
な
る
事
な
し
」
と
あ
り

末
に
爾
前
の
成
仰
往
生
の
授
記
に
つ
い
て
、
「
此
等
は
法
花
魁
の
二
乗
龍
女
提
婆
菩
薩
の
授
記
に
い
か
た
る
か
は
り
め
か
あ
る
。
叉
設
ひ
か

は
り
あ
り
と
も
諸
艇
に
で
も
成
俳
は
う
た
が
ひ
な
し
、
如
何
。
窓
口
ふ
、
予
之
脅
ひ
偉
ふ
る
所
の
法
門
此
答
に
顕
は
る
べ
し
。
此
答
に
法
花

経
の
諸
艇
に
超
過
し
、
叉
諸
経
の
成
併
を
許
し
許
さ
ね
は
聞
ふ
べ
し
。
秘
蔵
の
故
に
顕
露
に
脅
さ
や
’
」
と
、
と
L
に
聖
一
人
の
撃
的
根
本
態

度
と
し
て
、
敬
判
の
大
綱
と
は
、
正
に
即
血
芳
成
抽
仰
の
賓
詮
を
以
て
す
べ
き
を
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
聖
人
の
些
ば
れ
た
、
否
畠
・
ぽ
う
と
さ

れ
た
一
代
俳
教
の
大
意
は
．
と
の
批
判
標
準
が
も
の
語
っ
て
ゐ
る
。
同
様
に
聖
人
の
一
代
の
行
蹟
信
仰
、
間
百
有
飴
篇
の
大
意
も
と
の
質

践
験
詮
に
外
－
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
下
に
「
問
日
妙
法
定
一
念
三
千
と
一
疋
事
如
何
」
之
に
釘
し
て
は
、
天
台
大
師
の
一
念
三
千
の
出
様
と
開
戯
放
光
の
榊
秘
曹
を
の
せ
て

委
細
は
略
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
の
一
・
文
の
臓
し
て
ゐ
る
問
題
は
、
佐
渡
の
本
隼
抄
開
閉
闘
に
至
る
ま
で
、
所

K
K
散
見
し
つ
L
、
本
隼
抄
に
沿

け
る
主
題
の
伏
線
を
た
す
一
文
で
あ
る
。

生

成

備

抄

「
夫
れ
無
始
の
生
死
を
と
ピ
め
て
此
度
決
定
し
て
無
上
菩
提
を
詮
せ
ん
と
思
は
ど
、
す
べ
か
ら
く
衆
生
本
有
の
妙
理
を
観
十
べ
し
o
衆
生



本
有
の
妙
理
と
は
妙
法
蓮
花
経
也
。
故
に
妙
法
蓮
花
艇
と
唱
へ
た
て
ま
つ
れ
ば
衆
生
本
有
の
妙
理
を
観
す
る
に
で
あ
る
な
り
」

と
れ
開
宗
前
の
戒
体
等
の
自
然
法
、
世
界
原
理
的
の
莞
知
よ
り
、
衆
生
本
有
の
妙
理
と
翠
的
に
主
体
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
理
体
の
進
展

を
見
る
。
叉
理
の
費
知
よ
り
、
妙
理
の
硯
解
、
閥
解
の
方
便
と
し
て
の
玄
題
口
唱
を
立
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
、

一
｛
一
市
救
調
立
の
規
模
を
確
に

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
但
し
妙
法
蓮
花
経
と
唱
へ
持
っ
と
一
五
ふ
と
も
若
し
己
心
の
外
に
法
あ
り
と
想
は
ど
、
全
く
妙
法
に
あ
ら
や
、
食
法
・
な
り
、
危
法
は
今
経

に
あ
ら
歩
、
今
経
に
る
ら
や
ば
‘
乃
玉
、

一
生
成
伸
叶
ひ
か
た
し
。
故
に
妙
法
と
明
へ
蓮
花
と
読
ま
ん
時
は
、
我
が
一
念
を
指
し
て
妙
法

蓮
花
粧
と
名
く
る
ぞ
と
深
く
信
心
を
都
民
す
べ
き
な
り
」

「
深
く
信
心
を
穫
し
℃
日
夜
朝
暮
に
叉
慨
ら
や
磨
く
ぺ
し
。
何
様
に
し
て
か
麿
く

べ
き
。
只
南
無
妙
法
蓮
花
経
と
唱
へ
た
て
ま
つ
る
を
日
疋
を
み
が
く
と
は
一
五
ふ
也
」

主
体
化
し
た
衆
生
本
有
の
妙
現
も
、
更
に
求
心
的
に
行
者
の
己
心
に
協
同
し
来
り
「
我
が
一
念
を
指
し
て
」
と
強
く
示
さ
れ
、
共
下
に

「
深
く
信
心
を
殻
す
べ
き
也
」
と
誠
め
ら
れ
た
の
は
、
間
早
な
る
法
行
的
危
翻
心
や
口
唱
で
は
な
い
。
「
聖
人
の
信
行
的
集
時
を
感
歩
る
点
で
あ

乙。
「
此
旨
を
深
く
信
じ
て
妙
法
蓮
花
経
と
唱
へ
ば
一
生
成
伸
一
史
に
疑
あ
る
べ
か
ら
や
。
故
に
経
交
に
は
一
耳
々
、

一
生
成
仰
の
信
心
南
無
妙
法

蓮
花
経
／
＼
」
と
結
敵
さ
れ
て
ゐ
る
。

視
解
即
信
心
、
信
心
即
唱
題
、
唱
題
即
成
伸
の
趣
意
は
、
本
隼
抄
の
法
問
頴
の
伏
線
的
陪
一
不
と
認
め
ら
れ
る
。

主

師

親

御

書

建
長
七
年
両
親
へ
の
御
堂
耳
と
倖
ふ
。
内
容
は
我
等
が
得
め
に
は
主
川
親
三
徳
の
救
主
制
作
寧
を
信
じ
‘
そ
の
本
懐
法
花
粧
は
別
し
て
女
人

純
粋
宗
事
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
五
五



純
粋
宗
挙
本
質
論
の
委
料
と
問
題

一
五
六

成
仰
の
経
な
る
と
と
「
南
無
妙
法
蓮
花
経
と
だ
に
唱
へ
奉
り
た
ら
ま
し
か
ぽ
速
か
に
怖
に
在
る
べ
か
り
し
」
と
も
「
然
る
に
善
男
子
善
女

人
此
法
花
粧
を
持
ち
、
南
無
妙
法
蓮
花
鰹
と
唱
へ
奉
ら
ぽ
、
此
コ
一
罪
を
脆
る
べ
し
と
詮
き
給
へ
り
」
と
唱
題
成
怖
の
信
心
を
す
L
め
ら
る
q

＋
 
左目

回一品

事

「
さ
れ
ば
我
身
の
体
性
を
妙
法
蓮
花
経
と
は
巾
し
け
る
事
た
れ
ば
粧
の
名
に
は
あ
ら
・
干
し
て
、
は
や
我
身
の
体
に
で
あ
り
け
る
と
知
り
ぬ

れ
ば
、
我
身
頓
て
法
花
粧
に
て
法
花
鰹
は
我
身
の
休
を
よ
び
顕
は
し
給
け
る
怖
の
御
言
に
て
と
そ
あ
れ
ば
、
や
が
て
我
身
三
身
即
一
の
本

費
の
如
来
に
で
あ
る
も
の
た
り
。
乃
至
、
是
主
信
じ
て
一
週
も
南
無
妙
法
蓮
花
鰹
と
申
せ
ぽ
、
法
花
粧
を
魔
て
如
法
に
一
部
を
よ
み
奉
る

に
で
あ
る
也
。
乃
至
、
か
く
信
守
る
を
如
詩
修
行
の
人
と
は
巾
候
也
」
と
あ
る
も
翻
解
即
信
唱
の
妙
行
を
一
不
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
怠
三
千
法
門

「
法
花
艇
の
余
艇
に
勝
れ
た
る
は
何
事
ぞ
、
此
経
に
一
心
三
観
一
念
三
千
と
云
ふ
事
あ
り
」
と
て
十
如
質
相
の
法
門
を
解
轄
し
「
始
の
三

如
是
は
本
費
の
如
来
也
。
本
質
の
如
来
を
悟
り
出
し
給
へ
る
妙
畳
の
悌
・
な
れ
ば
我
等
は
妙
鹿
児
の
父
母
た
り
」
と
は
本
莞
即
始
畳
‘
始
直
司
即

本
費
の
闘
係
を
一
不
し
「
我
身
本
畳
の
如
来
た
る
事
悟
－

pmさ
れ
‘
無
明
の
雲
晴
れ
て
法
性
の
月
明
か
に
、
妄
想
の
夢
醒
め
て
木
畳
の
月
輪

い
さ
ぎ
よ
く
‘
父
母
所
生
の
肉
身
煩
悩
具
足
の
身
即
本
有
常
住
の
如
来
た
る
べ
し
。
此
を
即
身
成
帥
仰
と
も
煩
悩
即
菩
提
と
も
生
死
即
浬
喋

と
も
巾
す
」
現
身
を
、
現
身
に
即
せ
る
本
質
如
－
来
た
り
と
の
畳
悟
が
始
畳
で
あ
る
‘
即
身
の
成
備
な
り
と
の
観
解
で
あ
る
。
之
が
信
心
の

行
を
説
い
て
「
さ
て
粧
を
よ
ま
・
？
と
も
心
地
の
観
念
ば
か
り
に
て
成
併
す
べ
き
か
と
思
ひ
た
れ
ば
、

一
念
三
千
の
観
法
も
妙
法
蓮
華
経
の

五
字
に
納
ま
れ
り
。
妙
法
蓮
花
粧
の
五
字
は
叉
我
等
が
一
心
に
納
て
候
け
り
。
乃
至
さ
て
此
妙
法
蓮
花
経
を
唱
ふ
る
時
心
中
の
本
費
の
併



問
問
は
る
べ
し
」
と
は
観
解
を
完
躍
し
た
妙
行
を
ば
信
心
唱
題
に
結
師
し
、
信
即
削
耐
の
融
一
を
あ
く
ま
で
も
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。

「
一
念
三
千
一
心
三
割
等
の
翻
心
ば
か
り
が
法
花
粧
の
肝
心
・
な
る
べ
く
ば
、
題
目
に
十
如
是
を
世
く
べ
き
鹿
に
妙
法
蓮
花
経
と
置
か
れ
た

る
上
は
仔
細
に
及
ぶ
べ
か
ら
守
、
乃
至
、
智
者
は
誤
諦
に
観
念
を
も
並
ぶ
べ
し
。
思
考
は
題
目
を
も
唱
ふ
と
も
此
理
に
猷
ふ
ペ
し
。
今
此

経
に
値
奉
っ
て
三
身
即
一
の
木
魔
の
如
来
を
唱
ふ
る
に
顕
は
れ
て
現
世
に
共
内
読
成
僻
す
る
を
即
出
芳
成
怖
と
巾
す
。
死
す
れ
ば
光
を
放
0

．

是
れ
外
則
。
成
併
と
巾
す
。
乃
至
、
妙
法
蓮
花
経
と
唱
ふ
る
時
心
性
の
如
来
顕
る
。
耳
に
ふ
れ
し
類
は
無
量
阿
併
祇
劫
の
罪
を
減
す
。

念
も
随
喜
す
る
時
即
身
成
俳
す
。
縦
ひ
信
ぜ
十
と
も
種
と
な
り
熟
と
た
り
、
必
十
之
に
依
て
成
伸
す
。
妙
葉
大
師
の
云
く
‘
若
取
若
拾
或

順
或
謹
終
因
斯
肱
一

z
k
。
日
蓮
一
広
く
、
若
取
若
拾
或
順
或
遣
の
文
肝
に
銘
す
る
詞
也
。
法
花
紅
に
若
有
開
法
者
住
一
寸
と
設
か
れ
た
る
は
H

疋か。

既
に
聞
く
者
と
設
か
れ
た
り
。
観
念
許
り
に
て
成
併
す
べ
く
ぽ
若
街
観
法
者
と
設
か
る
べ
し
」
と
の
中
の
銘
肝
の
金
文
と
は
逆
化
下
種
の

意
に
営
る
か
と
察
せ
ら
れ
、
聞
の
字
眼
を
点
せ
ら
れ
た
の
は
明
題
戚
俳
の
傑
義
を
合
み
、
後
段
に
此
経
は
専
ら
聞
を
以
て
本
と
認
す
と
一
五

「
法
花
経
の
行
者
は
如
説
修
行
せ
ば
必
歩
一
生

は
る
に
臆
十
。
観
解
よ
り
口
唱
。
開
法
下
程
に
重
き
を
を
か
れ
来
る
と
と
注
意
に
値
す
。

の
中
に
一
人
も
盛
ら
や
成
伸
す
べ
し
」
と
て
、
早
暁
稲
の
一
年
牧
穫
を
聾
へ

「
凡
そ
と
の
粧
は
悪
人
女
人
二
一
来
問
提
を
間
ば
歩
、
故
に
皆

成
俳
迫
と
も
一
五
ひ
、
叉
千
等
大
舎
と
も
云
ふ
。
善
悪
不
二
邪
正
一
如
と
聞
く
鹿
に
や
が
て
内
詩
成
俳
す
。
故
に
即
身
成
俳
と
申
す
。

~t. 

に
詮
得
す
る
故
に
一
生
妙
受
と
云
ふ
。
義
を
知
ら
ざ
る
人
た
れ

E
も
唱
ふ
れ
ば
唯
帥
興
帥
悦
び
給
ふ
。
品
代
即
撤
喜
諸
伸
亦
然
一
広
々
」
と
の

御
文
中
「
法
花
位
行
者
」
と
如
設
修
行
の
文
は
佐
渡
後
の
そ
れ
と
は
白
づ
か
ら
義
分
に
淀
深
あ
る
と
と
注
意
す
べ
を
点
。

大
休
と
の
期
の
即
身
成
帥
は
内
詮
成
品
川
親
解
閲
覧
を
主
と
せ
ら
れ
つ
ヘ
そ
と
に
口
唱
を
傍
従
よ
り
正
主
に
顕
古
川
以
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を

野
祭
し
得
る
で
あ
ら
う
。

純
粋
白
川
製
本
質
論
の
資
料
と
問
題

宝ζ

ーじ



純
粋
宗
血
中
本
質
論
の
資
料
と
問
題

喧

－

L
K

－
ヨ
ノ

線

在

念

抄

「
組
在
一
念
別
分
色
心
」

を
標
章
し
、
念
、
色
、
心
・
十
界
互
兵
の
理
体
に
つ
き
、
三
千
三
観
の
視
法
を
の
ペ
、
「
然
れ
ぽ
即
ち
我
等
も

一
二
千
を
具
す
る
が
故
に
本
有
の
悌
勝
也
」
と
て
、
二
乗
の
作
伸
、
提
婆
の
授
詑
を
以
一
て
、
「
今
の
経
に
は
此
理
を
設
き
顕
す
が
故
に
妙
法
蓮

花
経
と
は
題
す
る
也
」
と
て
僻
種
を
示
し
「
向
云
一
文
不
通
の
黒
人
南
無
妙
法
蓮
花
経
と
明
へ
て
は
何
の
径
有
ん
や
。
党
日
ふ
文
盲
に
し
て

一
宇
を
畳
悟
せ
ざ
る
人
も
信
を
い
た
し
て
唱
へ
奉
れ
ば
身
口
意
三
業
の
中
に
は
先
づ
口
業
の
功
徳
を
成
就
せ
り
。
若
し
功
徳
成
就
す
れ
ば

悌
の
種
子
を
む
ね
の
中
に
牧
め
て
必
歩
出
離
の
人
と
成
る
也
」
と
て
成
併
の
時
の
三
身
を
示
し
、
「
悟
の
仰
と
云
は
此
理
を
知
る
法
花
経
の

行
者
な
り
」
「
悟
と
は
只
此
理
体
を
知
る
を
悟
り
と
一
足
ふ
也
」
「
若
し
繭
ら
ぽ
輔
迷
開
悟
は
行
者
の
所
作
に
よ
る
。
三
千
三
諦
三
身
の
理
体

わ
ず

は
全
く
人
の
所
作
に
非
守
、
口
ハ
是
れ
本
有
也
。
叉
迷
を
修
行
す
る
事
は
人
の
作
な
り
と
い
へ

rも
但
迷
の
去
る
底
を
見
る
左
り
。
百
年
の

間
室
に
火
を
と
も
す
が
如
し
。
全
く
閣
の
去
る
慮
を
見
守
、
日
疋
れ
時
迷
高
見
悟
返
流
選
源
・
な
り
。
無
明
即
明
は
唯
迷
悟
に
名
け
、
無
明
法
性

は
全
く
共
体
一
な
り
。
あ
た
か
し
と
／
＼
」
と
は
即
成
の
瑚
体
、
理
体
の
畳
悟
に
あ
る
と
と
を
明
し
「
よ
く
／
＼
此
大
旨
を
心
得
て
失
錯

あ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
我
等
が
生
死
一
大
事
也
。
出
離
生
死
の
素
懐
な
り
」
＆
切
に
勧
奨
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

守

護

園

家

論

前
来
見
来
っ
た
諸
御
堂
同
よ
り
此
の
論
に
到
る
と
、
我
ら
は
と
L
に
重
大
友
閥
節
の
あ
る
と
と
を
感
や
る
。
そ
れ
は
と
れ
ま
で
の
御
堂
つ
は

専
ら
「
即
成
」
の
理
体
究
明
と
そ
れ
に
即
す
る
例
人
の
信
行
を
勧
奨
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
木
論
に
到
つ
て
は
、
聖
人
御
自
身
一
の
特

換
と
い
ふ
か
、
飛
躍
と
い
ふ
か
、
と
も
、
か
く
一
の
重
要
契
機
を
字
ま
れ
、
内
面
的
に
凄
惨
な
一
大
煩
悶
在
通
過
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。



御
倖
記
に
は
正
嘉
の
大
震
に
打
ち
観
く
天
災
飢
疫
を
祈
っ
て
験
な
き
現
．
貨
を
一
詰
る
。
之
に
封
し
て
聖
人
の
深
刻
な
内
省
が
加
へ
ら
れ
た
。

街
頭
の
救
紘
か
ら
退
い
て
、
さ
ら
に
一
切
経
閲
讃
の
鰐
観
探
思
の
た
め
湘
一
年
有
余
、
岩
本
質
相
寺
に
入
臓
せ
ら
れ
た
と
も
侍
へ
て
ゐ
る
。

担
て
今
簡
単
に
要
を
取
っ
て
そ
の
問
題
を
究
明
し
よ
う
。
序
分
段
に
は
、
一
・
無
始
腰
劫
来
の
流
轄
と
、
十
方
土
御
座
分
の
一
て
ふ
人
田
仲

f
s

也、

の
受
生
と
‘
値
ひ
難
き
僻
法
．
中
で
も
な
ほ
あ
ひ
難
き
正
法
と
普
知
識
と
は
難
中
の
至
難
た
る
と
と
を
切
に
辿
ペ
、
働
法
中
の
最
極
正
法

’
と
善
知
識
を
明
す
た
め
に
、
法
然
の
撰
揮
集
を
徹
底
的
に
批
判
せ
ん
が
、
と
の
守
護
園
家
諭
と
名
く
る
一
篇
で
あ
る
と
さ
れ
、
別
に
題
騨

は
な
い
が
．
之
は
本
文
に
入
っ
て
仔
細
に
検
す
る
な
ら
ば
自
づ
か
ら
題
稗
さ
れ
て
ゐ
る
ζ

と
を
知
る
。
本
論
が
、
外
に
な
ほ
と
の
年
時
に

編
入
さ
れ
て
ゐ
る
敷
結
の
附
帯
論
文
を
有
し
つ
L
、
失
の
立
正
安
園
論
に
沿
け
る
研
究
的
側
面
を
う
け
も
っ
て
ゐ
る
と
と
は
特
に
注
意
を

要
す
。
聖
人
親
し
く
文
段
を
科
し
、
大
文
七
段
の
槙
目
、

、，ノ一
如
来
ノ
経
救
－
一
於
テ
樫
寅
二
敬
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
明
シ

，t‘、、，ノご
正
像
末
ノ
興
陵
ヲ
明
シ

，，‘、、Bノ三
世
、
持
集
詩
法
ノ
縁
起
ヲ
明
シ

r
t

、
ーノ四
説
法
ノ
者
ヲ
退
治
ス
ベ
キ
誼
文
ヲ
出
ス
コ
ト
ヲ
明
シ

r
，‘、、1J五
一
品
口
’
知
識
並
ユ
異
質
ノ
法
－
一
ハ
謹
ヒ
難
キ
コ
ト
ヲ
明
シ

rs
‘、対法
花
浬
繋
－
一
依
ル
行
者
ノ
用
心
ヲ
明
シ

rd
、、、
，，ノ七
間
二
随
テ
答
フ
ヲ
明
ス

r
f

、
、目ノ、
B

ノ

、

B

ノ

、

，

，

と
の
内
、
二
一
を
以
て
撰
捧
集
批
判
の
根
本
基
準
を
一
不
し
‘
三
は
之
を
致
事
上
か
ら
徹
底
的
に
破
斥
し
．
四
之
が
貨
際
上
減
蓋
の
方
策
を

f
k「＼

f

t

f

、

、B
ノ、
i

ノ、、ノ

論
じ
、
は
一
い
仇
は
序
で
の
如
く
‘
立
正
の
序
正
流
通
と
し
て
、
聖
人
の
宗
救
的
立
場
内
容
を
明
さ
れ
た
も
の
と
拝
す
る
。

純
粋
宗
俗
本
質
論
の
掛
食
料
と
問
題

ヨL
:n 



純
粋
宗
挙
本
質
論
の
資
料
止
川
泊

。

以
上
諭
越
の
う
ち
に
自
づ
か
ら
、
聖
人
の
一
般
仰
救
率
的
態
度
と
方
法
論
、
特
に
撃
的
良
心
の
鮮
明
に
う
か
が
へ
る
と
と
で
あ
る
。

聖
人
の
時
土
念
仰
に
封
す
る
御
意
見
や
破
斥
は
、
す
で
に
附
宗
前
よ
り
所
々
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
が
、
此
論
の
序
分
段
で
も
自
ら
立
－
冨

さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
専
門
率
的
に
烹
分
の
徹
底
的
駁
撃
を
企
固
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
殊
に
大
文
第
凶
段
の
一
説
法
者
を
退
治
す
べ
き
詮

文
の
中
に
は
．
流
一
仰
せ
る
仰
訟
の
正
却
に
よ
り
て
天
災
耐
天
の
起
る
べ
き
詮
文
を
引
き
次
に
、
「
市
ル
一
一
営
世
ハ
随
分
闘
土
ノ
安
結
ヲ
祈
ル

ト
雄
毛
、
去
ル
正
嘉
元
年
－
一
ハ
大
地
大
工
削
シ
．
同
二
年
ニ
大
風
大
附
苗
質
ヲ
失
ヘ
リ
。
定
メ
テ
悶
ヲ
喪
フ
ノ
要
法
、
此
闘
ニ
有
ル
欺
ト

勘
フ
ル
也
」
と
て
廷
に
撰
雌
集
の
一
説
法
の
要
点
を
重
ね
て
映
し
い
然
り
ベ
而
ル
一
一
近
年
ヨ
リ
予
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
ノ
交
ヲ
謄
ル
問
、

雪
山
常
晴
ノ
心
ヲ
起
シ
テ
‘
命
ヲ
大
乗
ノ
流
布
一
一
替
へ
、
強
－
一
百
ヲ
吐
イ
テ
一
E
ク
、
撰
碍
集
ヲ
信
シ
一
ア
後
世
ヲ
願
ハ
ン
人
ハ
無
問
地
獄
ェ
堕

ス
ベ
シ
ト
」
次
に
「
正
シ
ク
一
説
法
ノ
人
ノ
王
地
＝
属
ス
ル
ヲ
釘
治
ス
ペ
キ
詮
文
ヲ
出
サ
パ
」
と
て
涯
操
粧
党
網
経
を
引
き
、
特
に
「
見
壊

法
肴
世
．
小
川
云
ル
至
仰
法
中
怨
」
の
文
を
一
不
さ
れ
た
の
は
．
聖
人
弘
経
の
態
度
乞
根
底
強
く
間
明
さ
れ
た
一
段
で
．
守
護
国
家
の
趣
意
は

と
L
に
去
は
れ
て
ゐ
る
。

諒
法
者
の
退
治
に
つ
き
、
設
年
の
災
難
退
治
抄
忙
は
も
っ
と
充
分
に
趣
旨
を
究
め
、
具
体
策
と
し
て
「
施
ヲ
止
ム
」
ペ
き
を
提
案
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
之
が
‘
立
正
安
国
論
中
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
ほ
十
八
文
第
丘
の
善
知
識
識
に
は
、
人
と
法
と
の
普
知
識
乞
論
じ
．
法
花
魁
と
雨
前
経
の
救
判
的
決
論
と
し
て
「
円
近
ノ
故
－
7
在
世
滅
後

ノ
一
切
衆
生
ノ
誠
ノ
善
知
識
ハ
法
花
魁
日
記
也
。
常
詰
ノ
天
台
宗
ノ
皐
者
ハ
爾
前
一
一
於
テ
営
分
ノ
得
道
ヲ
許
セ
ド
モ
、
白
義
一
一
於
テ
ハ
猶
、

営
分
ノ
得
道
ヲ
許
サ
ズ
o
然
リ
ト
雄
モ
此
書
－
一
一
於
一
ア
ハ
共
義
ヲ
謹
サ
ズ
‘
略
シ
テ
之
ヲ
記
ス
、
追
テ
之
ヲ
記
ス
ベ
シ
」
と
の
迫
記
の
論
仰
い
州

と
は
恐
ら
く
同
年
時
編
入
の
、
十
法
同
作
事
．
繭
前
菩
睡
二
乗
不
作
仰
事
等
に
営
る
で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
も
、
と
九
に
支
は
れ
た
瞬
時
無

得
義
は
す
で
に
之
よ
り
前
年
の
語
調
掃
に
も
鋭
鋒
の
閃
比
す
る
所
で
あ
る
が
、
聖
人
絹
自
の
確
信
的
決
判
で
あ
り
、
そ
の
根
醸
は
前
越
の



如
く
、
即
身
成
僻
の
賞
理
に
本
く
と
思
は
れ
る
。

叉
此
の
文
段
中
「
問
一
五
夕
日
本
国
ハ
法
華
器
製
有
縁
ノ
地
ナ
リ
ヤ
否
ヤ
」
の
答
樺
は
聖
人
敬
判
論
の
闘
の
問
題
で
あ
り
、
本
論
は
す
で

に
撰
樺
集
の
念
僻
に
劃
す
る
敬
と
時
と
機
と
を
論
じ
、
今
固
に
及
ば
れ
た
も
の
で
、
五
綱
敬
判
中
の
四
ま
で
を
窺
へ
る
の
で
あ
る
。

大
文
第
六
「
法
花
渥
繋
ニ
依
ル
行
者
ノ
用
心
ヲ
明
ス
段
。

一
エ
ハ
在
家
ノ
諸
人
‘
正
法
ヲ
護
持
ス
ル
ヲ
以
テ
生
死
ヲ
離
ル
ベ
ク
、
悪
法

ヲ
持
ッ
＝
依
テ
三
起
道
ニ
堕
ス
ル
コ
ト
ヲ
明
シ
、
一
一
＝
ハ
但
グ
法
花
経
ノ
名
字
許
り
ヲ
唱
ヘ
テ
三
悪
道
ヲ
離
ル
ベ
キ
コ
ト
ヲ
明
シ
、
一
一
一
＝

ハ
浬
襲
経
ハ
法
花
経
流
通
ノ
潟
メ
ニ
之
ヲ
設
キ
給
フ
」
第
一
一
は
正
法
行
者
と
し
て
語
法
禁
断
が
根
本
戒
法
た
る
こ
と
を
一
不
す
も
の
、
同
時

に
聖
人
の
十
回
介
因
果
の
徹
底
的
世
具
視
を
窺
ふ
べ
く
‘
之
は
な
ほ
翌
年
の
十
法
凶
作
明
因
果
抄
に
至
っ
て
さ
ら
に
充
分
趣
旨
を
究
明
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
供
に
非
常
に
重
要
す
べ
き
世
界
観
で
あ
る
。
第
二
の
唱
題
離
揺
趣
は
受
持
法
花
名
者
踊
不
可
量
の
文
を
引
か
ら
乍
ら
、
経
題
ヲ
て

の
も
の
に
深
厚
の
不
思
議
功
徳
力
を
共
す
と
は
明
さ
れ
守
、
宿
善
に
依
る
功
徳
力
と
さ
れ
「
設
ヒ
先
－
一
一
昨
心
ナ
ク
ト
モ
此
法
花
経
ヲ
聞
イ

テ
訪
ゼ
ザ
ル
ハ
大
善
ノ
所
生
ナ
ワ
」
と
は
即
ち
消
極
的
反
自
の
功
徳
を
顕
ほ
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
の
一
段
、
立
正
の
正
法
の
一
端
－
D
L

示
す
に
詫
よ
り
探
へ
と
‘
大
聖
人
の
深
き
用
意
の
ほ
ど
を
拝
す
る
。
之
も
翌
年
の
十
法
界
明
因
果
抄
並
に
唱
法
花
題
白
抄
に
至
っ
て
内
容

は
一
居
の
深
化
を
拝
す
る
。

念
働
者
逼
放
宣
獄
事

之
は
安
園
論
に
も
牒
用
さ
れ
た
参
考
文
献
、
念
僻
者
の
追
放
停
止
の
公
文
書
の
編
録
。

＋
法
界
明
因
果
抄

純
粋
宗
串
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一一」ノ、



純
粋
宗
革
本
質
論
の
資
料
と
問
題

－ ~－ ，、

十
法
凶
作
の
名
義
を
樟
し
つ
L
、
之
が
因
果
は
戒
法
に
あ
る
と
と
を
論
操
と
し
て
‘

一
代
俳
訟
を
決
判
せ
ら
れ
、
悌
乗
戒
の
う
ち
法
花
経

の
相
伴
妙
絶
叫
げ
妙
戒
が
速
疾
頓
成
戒
な
る
こ
と
を
明
さ
れ
た
も
の
で
‘
開
宗
前
の
戒
体
即
白
河
義
と
は
そ
の
信
仰
並
に
敬
判
的
立
場
は
全
く

異
る
が
、
意
固
さ
れ
た
即
成
と
戒
法
の
問
題
を
ば
．
即
身
義
で
は
小
大
賞
絡
の
四
批
判
を
越
と
し
、
そ
の
戒
体
を
緯
と
さ
れ
、
今
抄
で
は

十
回
介
を
経
と
し
、
模
質
敬
判
を
緯
と
さ
れ
た
点
で
る
る
。
な
ほ
之
等
の
問
題
は
聖
人
一
代
の
重
要
課
題
と
な
る
も
の
で
る
る
。
結
は
「
法

花
挫
＝
於
テ
ハ
二
乗
七
逝
ノ
者
ヲ
許
ス
上
、
博
地
ノ
凡
夫
一
生
ノ
中
早
川
仰
位
ユ
入
リ
妙
畳
－
一
至
ツ
テ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
共
ス
ル
也
」

唱
法
花
題
目
抄

主
容
の
問
答
に
託
し
て
、
念
悌
宗
徒
が
法
花
粧
を
理
傑
解
徴
と
敬
遠
し
て
念
仰
に
誘
惑
す
る
義
を
破
し
、
現
世
に
と
の
詩
罪
に
よ
っ
て

災
一
附
玄
米
す
悪
知
識
た
る
こ
と
、
叉
大
日
経
浬
撰
経
も
法
花
経
に
釘
し
て
は
不
了
義
経
と
い
ふ
救
判
は
、
前
の
岡
家
論
や
後
の
安
困
論
の

例
文
を
解
く
鍵
で
る
る
。

又
「
相
似
の
義
理
よ
り
由
来
す
る
訪
法
」
を
本
抄
で
は
強
く
警
め
ら
れ
、
天
台
宗
の
固
頓
義
費
、
四
散
の
中
爾
前
の
固
の
扱
ひ
、
往
生

成
併
の
難
易
な
ど
そ
の
例
で
る
る
。

「
問
て
一
五
く
法
花
粧
を
信
ぜ
ん
人
は
本
尊
並
に
行
儀
並
に
常
の
所
行
は
何
に
で
か
候
ぺ
き
。
答
て
一
式
く
第
一
に
本
隼
は
法
花
粧
八
巻
一
品

或
は
題
目
を
斉
い
て
本
隼
と
定
む
ペ
し
。
法
師
品
並
に
神
力
品
に
見
え
た
り
。
叉
た
へ
た
ら
ん
人
は
耀
迦
如
来
多
賓
怖
を
書
い
て
も
遺
て

も
法
花
魁
の
左
右
に
之
を
立
て
奉
る
ぺ
し
。
叉
た
へ
た
ら
ん
は
十
方
の
諸
伸
普
賢
菩
薩
等
を
も
つ
く
り
書
き
た
て
ま
つ
る
ぺ
し
。
行
備
は

本
隼
の
御
前
に
し
て
必
十
店
一
立
行
た
る
べ
し
。
道
場
を
出
で
て
は
行
住
坐
臥
を
ゑ
ら
ぷ
べ
か
ら
や
。
常
の
所
行
は
題
目
を
南
無
妙
法
蓮
花

経
と
唱
べ
し
。
た
へ
た
ら
ん
人
は
一
偏
一
句
を
も
讃
み
奉
る
べ
し
。
助
紘
に
は
南
無
稽
迦
牟
尼
仰
多
賀
僻
十
方
諸
伸
一
切
の
諸
菩
薩
二
乗



天
人
龍
紳
八
部
等
心
に
随
ふ
べ
し
。
患
者
多
き
世
と
た
れ
ば
一
念
＝
一
千
の
視
を
先
、
と
せ
歩
、
共
士
山
あ
ら
ん
人
は
必
や
習
墜
し
て
之
を
翻
す

べ
し
」
以
上
御
遺
文
に
あ
ら
は
れ
た
る
最
初
の
本
曾
行
儀
の
詮
明
で
あ
る
。

か
の
安
岡
論
に
は
立
荘
の
正
法
の
内
容
に
う
い
て
は
、
文
上
法
花
民
言
と
か
質
乗
一
善
と
の
み
で
、
信
仰
本
傘
行
儀
に
つ
い
て
説
明
を

欠
く
が
‘
本
抄
は
安
闘
論
献
上
の
殆
ん
ど
直
前
（
月
余
前
〉
の
文
臆
元
年
五
月
廿
八
日
の
由
契
警
が
あ
る
。
彼
此
相
照
ら
し
て
研
錯
す
ペ
含

も
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
題
目
の
功
徳
に
つ
い
て
も
、
岡
家
論
で
は
依
擦
の
経
文
を
県
げ
、
店
長
引
に
約
す
る
の
み
で
、
法
体
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
ぬ

が
、
今
抄
に
は
「
問
て
云
く
只
題
目
計
り
を
唱
ふ
功
徳
如
何
」
に
答
て
、
題
目
は
一
切
経
一
切
僻
菩
薩
の
能
門
能
躍
の
粧
王
た
る
と
と
、

「
今
法
花
鰹
は
四
十
余
年
の
諸
粧
を
一
粧
に
牧
め
て
十
方
世
界
の
三
身
岡
浦
の
諸
併
を
あ
つ
め
て
樟
迦
一
…
仰
の
分
身
の
諸
伸
と
談
す
る
故

t乙

一
俳
一
一
切
併
に
し
て
妙
法
の
二
字
に
諸
伸
皆
牧
ま
れ
り
。
故
に
妙
法
蓮
花
粧
の
五
字
を
唱
ふ
る
功
徳
莫
大
也
。
諸
悌
諸
粧
の
題
目
は

法
花
粧
の
所
開
な
り
。
妙
法
は
能
開
た
り
と
し
り
て
法
花
粧
の
題
目
を
唱
ふ
べ
し
」
と
詳
説
さ
れ
て
ゐ
る
。

次
に
従
来
の
単
純
の
封
機
設
法
以
上
に
自
行
即
化
他
、
但
令
別
賓
の
唱
導
勧
奨
も
‘
法
花
粧
行
者
の
資
格
に
ふ
れ
て
来
た
点
を
見
る
。

立

正

安

園

論

本
論
の
講
解
は
古
来
宗
門
で
も
相
営
に
重
ん
じ
ら
れ
、
述
作
動
機
も
周
知
の
所
で
あ
る
が
、
宜
に
聖
人
の
立
散
開
宗
の
根
本
的
性
格
の

郡
山
現
で
あ
る
。
「
正
嘉
ヨ
リ
始
レ
之
、
文
麿
元
年
一
ニ
仰
畢
ル
」
と
も
、
「
去
ル
距
嘉
一
冗
年
市
川
一
八
月
廿
三
日
成
亥
之
砧
ノ
大
地
震
ヲ
見
テ
之
ヲ
勘

フ
。
共
後
文
臨
元
年
駄
口
一
七
月
十
六
日
ヲ
以
テ
宿
谷
神
川
ニ
付
テ
最
明
寺
入
話
限
二
献
シ
奉
リ
」
と
あ
る
。
と
の
間
の
岡
史
年
表
を
見
る
と

建
長
六
、
正
‘
十

鎌
倉
名
越
大
火
‘
焼
死
者
多
シ

純
粋
宗
事
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
六



純
粋
宗
製
本
質
論
の
食
料
と
問
題

一
六
阿

間
五
．
十
一

京
都
大
震

七

鎌
倉
大
風
雨

康
元
元
．
八
、

赤
斑
傍
流
行

正
嘉
元
、
八
、

鎌
倉
大
震

正
元
元
、
春

疫
痛
流
行
．
京
都
及
諸
岡
飢
校
、
餓
李
多
シ

文
臆
元
、
四

鎌
倉
大
火

と
見
え
る
や
う
に
‘
聖
人
も
諸
問
の
飢
疫
殊
に
錐
倉
大
震
に
弧
く
内
省
を
深
め
、
正
嘉
二
年
正
月
に
岩
本
経
臓
に
龍
ら
れ
た
。
と
の
間
寺

伶
等
の
請
に
隈
じ
て
止
悦
を
講
ぜ
ら
れ
た
と
偉
へ
ら
れ
る
が
、
強
ち
に
推
測
で
も
た
か
ら
ろ
。
現
行
遺
文
録
周
年
編
入
の
一
代
聖
歌
大
意

一
念
三
千
理
事
十
如
是
事
一
念
三
千
法
門
組
在
一
念
抄
の
瓦
簡
は
そ
の
時
の
講
録
と
も
見
ら
れ
‘
聖
人
の
敬
撃
の
結
前
と
も
考
へ
ら
れ
よ

ぅ
。
守
護
岡
家
論
念
帥
者
迫
放
宣
欣
十
法
界
事
爾
前
不
作
僻
事
災
難
退
治
抄
十
法
界
明
因
果
抄
唱
法
花
題
目
抄
等
は
立
五
安
岡
論
の
序
論

叉
は
別
論
を
な
し
、
敬
皐
の
生
後
と
も
考
へ
ら
れ
よ
う
。
然
も
本
論
は
満
二
年
余
の
深
田
山
究
明
を
経
ら
れ
た
も
の
で
、
と
の
問
、
聖
人
の

即
成
問
題
は
い
か
な
る
進
展
を
見
た
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
本
論
の
大
綱
を
伺
ひ
、
弐
に
木
回
目
を
論
究
し
て
進
ま
う
。

、‘，J一
現
下
問
難
ノ
原
因
ヲ
明
ス

r
，‘、、‘，J二
右
ノ
経
詮
ヲ
一
不
ス

r
’也、、‘J＝
一
読
法
ノ
事
貫
ヲ
一
不
ス

f
t
 
、．．
 ノ四
諦
法
ノ
人
法
ヲ
出
ス

r
、
五
法
然
ノ
詩
法
ヲ
論
ス

ra
‘、

大
段



一
川
念
仰
停
止
ノ
先
例
ヲ
堪
グ

r
，‘、、、，，，七
闘
難
ノ
退
治
ヲ
論
ズ

，，
，
E

・、
、、‘，，，八
詩
法
禁
断
ノ
方
ヲ
論
ズ

，，‘、、，ノ九
退
治
ノ
急
必
司
促
ス

f
k
 
、
刊
立
王
安
関
ノ
本
懐
ヲ
越
ブ

〆
E

、

以
上
の
文
段
は
御
親
科
で
は
左
い
が
、
主
容
の
問
答
よ
り
・
同
九
構
成
さ
れ
た
段
落
で
あ
っ
て
、
既
に
先
師
閥
単
匠
の
治
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
就
中
前
五
段
は
、
岡
家
論
に
於
て
閥
単
的
究
明
を
経
、
第
六
は
迫
放
宣
献
、
第
七
八
は
災
難
退
治
抄
に
そ
れ

f＼
腹
実
を
一
不
さ
れ
、

第
九
の
退
治
の
念
必
主
論
じ
、
大
集
経
の
三
災
の
う
ち
二
は
蟻
ん
に
兵
革
の
一
は
未
だ
起
ら
や
、
襲
師
経
七
離
の
中
、
前
五
す
で
に
起
り

の
二
白
界
叛
逆
と
他
国
侵
逼
難
特
に
来
ら
ん
と
す
る
を
預
言
警
誠
さ
れ
、
誘
法
禁
断
の
策
を
催
促
さ
れ
た
。
日
疋
本
論
に
始
め
て
の
宣
言

で
あ
る
。
第
十
に
客
の
領
解
を
歎
じ
た
結
文
、
「
汝
早
グ
信
仰
ノ
寸
心
ヲ
改
メ
テ
速
カ
一
二
往
来
ノ
一
善
一
一
蹄
セ
ョ
。
然
ラ
パ
三
界
ハ
皆
伸
凶

也
。
僻
岡
ソ
レ
衰
ヘ
ン
ャ
。
十
方
ハ
悉
ク
賓
土
也
。
費
土
何
ソ
一
壊
レ
シ
ャ
。
閤
ニ
衰
微
無
ク
‘
土
＝
破
壊
ナ
ク
ン
パ
身
ハ
日
記
レ
安
全
－
一
シ

テ
心
ハ
日
疋
レ
蹄
定
ナ
ラ
ン
。
コ
ノ
詞
コ
ノ
言
信
ズ
ペ
ク
崇
ム
ベ
シ
」

「
汝
早
ク
」
の
一
節
は
営
面
倒
入
信
仰
に
見
え
る
が
．

前
章
す
で
に

「
汝
一
身
ノ
安
堵
ヲ
思
ハ
パ
先
ヅ
同
表
ノ
静
説
ヲ
稽
ル
ベ
キ
モ
ノ

カ
」
と
も
‘
容
の
領
解
K

「
唯
ダ
我
ガ
信
ズ
凡
ノ
ミ
＝
非
ズ
、
叉
他
ノ
諜
ヲ
誠
メ
シ
ノ
ミ
」
と
あ
っ
て
単
に
個
人
信
仰
の
安
心
に
事
畢
る

の
で
は
た
い
。
さ
り
乍
ら
仰
人
の
正
信
を
立
つ
る
が
闘
土
安
泰
の
原
素
と
た
る
も
の
で
、
例
入
の
正
信
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
信
仰
の

寸
心
を
改
め
て
賓
乗
の
一
寺
に
蹄
依
し
た
信
念
に
外
た
ら
ね
。
然
り
市
し
て
‘
帥
問
責
土
の
現
前
で
あ
り
、
身
日
疋
安
全
心
是
開
定
の
’
冨
在

と
成
る
。
之
を
ば
即
身
成
併
と
郁
す
る
。
但
し
と

L
K
立
正
の
内
容
的
説
明
は
第
十
段
の
主
人
答
の
芋
よ
り
外
に
な
い
が
、
前
越
の
如
く

純
粋
白
山
政
本
質
論
の
委
料
と
問
題

一
六
五



純
粋
白
川
串
本
質
論
の
資
料
と
問
題

一
・
六
六

木
論
の
直
前
、
完
全
越
作
の
一
抄
唱
法
花
題
目
抄
に
於
て
確
か
に
委
細
を
諒
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
蹄
順
信
仰
の
人
を
容
と
し
て
、
い
と
懇

切
に
穣
h

論
さ
れ
た
の
は
、
い
か
に
も
聖
人
の
切
置
に
し
て
而
も
周
到
た
御
用
意
の
ほ

E
戚
慨
に
た
え
た
い
。
さ
ら
に
立
正
の
内
容
を
誼

理
文
詮
即
ち
現
休
論
的
に
敬
判
論
的
に
‘
糊
れ
ば
二
年
前
の
一
代
聖
歌
大
意
外
敷
筋
の
連
作
、
た
ほ
湖
源
せ
ぽ
開
宗
時
代
の
一
生
成
梯
抄

女
人
往
生
抄
等
に
到
ら
ね
ば
危
ら
ぬ
。

以
上
聖
人
の
即
身
成
怖
に
つ
き
問
題
関
学
的
に
但
し
費
料
検
出
の
つ
も
り
で
尋
究
し
来
る
と
‘
今
、
本
論
に
於
て
、
聖
人
一
代
の
劃
期
的

意
味
を
感
得
す
る
の
で
る
る
。

そ
れ
は
本
論
が
単
・
な
る
越
作
、
理
論
的
究
明
や
歌
曲
申
的
設
論
に
止
ら
歩
、
針
枇
舎
的
、
岡
家
諌
暁
の
書
で
あ
る
。
従
て
一
面
公
的
の
も

の
で
あ
る
か
ら
ご
く
制
約
的
で
あ
る
。
文
鮮
の
則
法
論
旨
の
整
備
、
引
詮
の
繁
簡
等
親
ひ
知
れ
ぬ
傑
思
遠
慮
を
挽
は
れ
、
進
献
者
本
人
の

肩
書
も
天
台
宗
沙
門
と
普
か
れ
る
や
う
に
制
約
的
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
よ
ほ
ど
の
自
信
と
費
悟
と
が
な
く
て
貯
は
ぬ
と
と
い
ふ
ま
で

も
た
い
。
然
ら
ば
そ
の
自
信
・
費
悟
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
之
に
つ
い
て
後
年
聖
人
自
ら
幾
度
も
告
白
も
さ
れ
宣
言
も
さ
れ
た
所
で
あ

る
が
‘
今
わ
ざ
と
そ
れ
を
且
く
を
い
て
、
と
れ
ま
で
検
等
し
来
っ
た
諸
文
献
に
よ
っ
て
考
究
を
進
め
る
と
と
L
す
る
。

そ
れ
は
聖
人
の
深
刻
た
俳
救
的
世
界
観
に
本
く
無
常
感
、
加
ふ
る
に
そ
の
時
代
の
現
賀
、
保
一
冗
平
治
の
胤
に
つ
ど
く
平
家
の
波
落
、
閤

休
的
大
逆
．
幕
府
要
路
の
骨
肉
相
喰
む
世
舎
的
奥
慶
等
に
到
す
る
・
無
常
感
懐
疑
激
憤
憐
慰
慎
悩
と
、
そ
れ
ら
を
超
え
て
徹
底
的
解
決
の

教
法
の
把
握
と
白
鹿
児
に
達
し
ら
れ
た
聖
人
に
と
っ
て
は
、
車
に
一
宗
一
一
棋
の
開
立
・
む

E
問
題
で
も
な
く
、
ま
し
て
一
身
の
地
位
安
危
も
何

等
一
一
服
K
値
せ
ぬ
と
と
。
さ
れ
ぽ
と
そ
旭
森
山
頂
の
巌
儀
に
見
る
法
界
的
E
大
さ
と
大
裁
に
封
す
る
容
赦
た
き
詑
敬
、
鎌
倉
街
頭
の
大
獅

子
肌
。
聖
人
の
胸
懐
ま
さ
に
猫
一
法
界
に
遊
履
す
る
の
概
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
此
の
率
的
根
底
は
す
で
に
か
の
即
身
義
の
結
論
に
、
我



等
衆
生
は
躍
迦
本
伸
の
御
合
利
の
生
命
で
あ
り
、
戒
法
門
で
は
世
界
の
情
非
情
乃
至
依
正
等
は
み
な
五
戒
戒
体
の
あ
ら
は
れ
と
な
し
‘
色

心
二
法
抄
で
は
瓦
戒
五
僻
五
宇
（
妙
法
）
の
目
覚
休
で
あ
る
と
さ
れ
た
や
う
に
、
本
側
同
体
の
白
畳
観
解
が
自
ら
南
無
妙
法
蓮
花
魁
の
唱
題

行
と
な
り
‘
そ
の
念
々
口
唱
に
つ
れ
て
減
罪
除
陣
離
悪
頓
成
の
果
を
件
ぺ
く
・
即
ち
一
生
入
妙
は
早
晩
と
そ
あ
れ
全
〈
疑
無
き
所
と
さ
れ

た
の
は
、
門
下
信
徒
へ
の
救
論
た
る
と
同
時
に
御
自
身
の
問
覚
悟
自
信
の
証
溢
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
草
曜
の
夜
は
順
縁
に
封
す
る
救
化
‘

白
霊
は
街
凶
の
強
折
、
大
悲
血
授
の
披
樫
で
る
る
o
か
う
し
た
‘
数
年
間
体
導
の
聖
人
の
眼
前
に
天
時
現
地
夫
の
運
績
で
る
る
。
安
国
論
御

勘
由
来
に
自
ら
記
し
て
ベ
正
嘉
元
年
太
才
丁
巳
八
月
廿
三
日
戊
亥
時
前
代
二
組
エ
タ
ル
大
地
震
、
同
二
年
戊
午
八
月
一
日
大
風
、
同
三
年

己
未
大
飢
陸
、
正
元
元
年
己
米
大
疫
病
．
同
二
年
庚
巾
四
季
＝
豆
一
ア
大
疫
己
マ
ズ
、
高
民
蹴
＝
大
半
・
ヲ
超
ヱ
テ
死
ヲ
招
キ
了
ン
ヌ
。
而
ル

間
尉
主
之
＝
驚
キ
内
外
典
ニ
仰
セ
付
ケ
テ
種
々
ノ
新
橋
有
リ
o
繭
リ
ト
雄
モ
一
八
刀
ノ
験
畑
一
ク
、
還
テ
飢
疫
等
ヲ
増
長
ス
。
日
蓮
世
間
ノ
体

ヲ
見
－
ア
粗
々
一
切
経
ヲ
勘
フ
ル
ニ
御
前
時
験
無
ク
泣
テ
凶
悪
ヲ
増
長
ス
ル
ノ
山
道
理
文
詮
之
ヲ
得
了
ン
ヌ
。
格
一
一
己
ム
コ
ト
ナ
ク
勘
文
一

通．
7
詰
り
作
シ
テ
共
名
ヲ
立
正
安
凶
論
ト
抗
ス
。
文
雌
元
年
庚
巾
七
月
十
六
日
反
ノ
時
屋
戸
野
入
道
一
一
一
付
シ
テ
故
最
明
寺
入
道
殴
－
一
一
巡
メ

申
シ
了
ン
ヌ
。
此
レ
偏
ニ
因
土
ノ
恩
ヲ
報
ゼ
シ
ガ
搭
ナ
リ
」

以
上
簡
明
な
由
来
で
あ
る
が
．
就
中
、
閣
に
到
す
る
聖
人
の
御
内
詮
に
つ
い
て
は
．
国
家
論
中
「
日
本
国
ハ
法
華
経
出
総
ノ
岡
」
な
る

一
科
を
立
て
、
現
下
の
災
難
退
治

ω策
と
し
て
法
花
軽
信
仰
の
樹
立
を
骨
張
さ
れ
た
。
市
も
本
論
に
は
来
ら
ん
と
す
る
内
外
の
一
一
難
の
諜

言
警
告
と
そ
、
乙
L
に
聖
人
御
自
身
一
大
畳
悟
を
要
し
た
所
以
で
あ
っ
た
。
そ
は
何
一
鴫
民
家
へ
の
呼
枕
の
み
で
・
な
く
、
も
っ
と
吐
舎
中
橿

へ
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
辻
説
法
そ
の
も
の
も
聖
人
の
潤
創
で
、
僧
衣
を
つ
け
た
情
説
の
説
法
は
い
か
に
も
野
人

的
態
度
で
、
之
も
時
代
の
急
迫
に
底
す
る
や
む
を
得
古
る
態
度
で
あ
っ
た
。
否
時
代
の
先
き
を
見
、
増
掃
き
持
ゐ
る
者
に
と
っ
て
は
、
之
す

ら
た
ほ
手
経
し
と
し
て
諸
宗
禁
断
の
公
訴
欣
を
中
央
に
提
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
事
誌
に
至
る
ま
で
の
聖
人
の
探
謀
背
哀
を
沿
察
し
す
る

純
粋
宗
凶
盟
十
本
質
論
の
資
料
と
問
題

七



純
粋
宗
血
中
本
質
論
の
養
料
正
問
題

一
六
八

と
同
時
に
、
我
等
は
さ
ら
に
吟
味
す
べ
く
検
討
す
べ
き
軍
要
問
題
の
伏
在
を
感
や
る
。
そ
は
即
ち
聖
人
の
宗
教
に
於
け
る
猫
自
の
性
格
が

杢
的
に
殻
現
し
た
と
と
、
従
て
ま
た
そ
は
宗
国
の
歴
史
的
展
闘
を
運
命
づ
け
る
所
以
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
我
ら
は
と
れ
ま
で
宗
雌
の

御
侍
記
も
よ
み
．
又
安
岡
論
は
勿
論
遺
文
録

ω
拝
讃
講
樺
も
承
け
、
徴
力
乍
ら
も
宗
撃
の
研
錆
も
多
年
で
あ
っ
た
が
、
今
に
し
て
看
過
し

来
っ
た
こ
と
は
と
の
点
で
あ
る
。
純
粋
宗
撃
の
本
質
論
と
し
て

λ
宗
祖
自
体
の
精
一
柳
が
、
宗
副
の
主
体
的
即
成
研
究
に
よ
っ
て
の
み
間
川

さ
れ
る
と
期
し
て
）
上
来
研
究
の
結
果
、
蕊
に
一
大
関
節
に
街
き
営
っ
た
の
で
あ
る
。

宜
に
安
凶
論
の
進
献
諌
肢
が
‘
た
ど
の
調
諌
や
意
見
封
事
の
類
で
は
な
く
て
．

一
国
上
下
の
信
仰
界
を
根
底
よ
り
掃
海
せ
ん
と
す
る
、

革
命
的
直
接
行
動
な
の
で
あ
る
。
本
論
の
表
面
は
法
然
の
念
仰
宗
を
停
止
せ
よ
て
ふ
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
底
に
は
諸
宗
禁
断
の

鋭
鋒
を
蹴
し
て
ゐ
る
。
之
を
宗
旨
弘
通
の
一
策
と
し
て
採
ら
れ
た
と
し
て
は
余
り
に
も
憂
逸
れ
た
暴
来
、
或
は
憂
閣
の
至
情
の
設
す
と
と

ろ
と
し
て
も
傍
若
無
人
の
狂
沙
汰
に
近
い
。
後
人
が
本
論
の
題
蹴
の
字
面
を
見
て
、
直
ち
に
聖
人
b
L
国
家
主
義
者
と
遇
し
、
ひ

E
い
の
は

間
家
棋
力
に
有
合
し
た
も
の
か
に
謂
ふ
の
は
自
己
の
卑
俗
友
情
見
で
憶
測
し
た
も
の
甚
だ
し
い
侮
辱
で
あ
る
。
或
は
叉
と
れ
ば
宗
祖
の
個

性
の
設
す
所
、
先
天
的
な
性
質
か
後
天
的
左
宗
敬
信
仰
の
陥
る
偏
執
性
調
隼
性
誇
大
妄
想
性
の
殻
作
で
も
あ
ら
う
か
と
い
ふ
の
も
亦
、
宗

阻
の
御
人
格
を
胃
漬
す
る
も
の
で
、
現
に
幕
末
の
宗
曲
学
者
さ
へ

「
立
正
安
閣
論
ハ
営
時
ス
デ
＝
ソ
ノ
用
ヲ
ナ
サ
ズ
、
況
ン
ヤ
今
世
－
一
至
ツ

テ
金
ク
ソ
ノ
立
論
ノ
無
貫
ヲ
見
ル
」
等
は
そ
の
趣
意
す
る
所
．
別
に
あ
る
の
で
る
ら
う
が
、
安
闘
論
b
L
引
き
合
に
出
し
て
の
無
用
よ
ば
は

り
は
以
て
の
外
の
邪
義
、
功
利
的
・
な
湾
曲
屑
・
な
俗
見
を
出
で
向
。
現
に
御
在
世
中
に
も
聖
人
の
御
態
度
を
難
じ
て
、
「
聖
人
の
御
義
は
余
り
に

と
は
し
。
道
理
b
る
間
住
に
悪
口
の
雑
る
が
如
し
、
我
ら
は
や
は
／
‘
、
、
と
法
花
粧
を
弘
む
ペ
し
」
と
巾
し
た
御
門
下
を
「
ヵ
、
ル
奴
原
ハ

念
働
者
ヨ
リ
モ
永
ク
地
獄
ノ
底
＝
沈
ミ
テ
‘
地
獄
ノ
ア
ラ
シ
限
リ
出
ヅ
ル
期
ア
ル
ペ
カ
ラ
ズ
」
と
激
烈
た
大
喝
を
浴
び
せ
ら
れ
た
と
と
を

想
起
す
る
c
そ
れ
ほ
ど
聖
人
の
強
折
は
舌
端
火
を
吐
き
、
痛
烈
什
を
刺
す
も
の
、
野
鞍
の
鋭
鋒
‘
縦
横
の
機
絡
、
直
ち
に
敵
の
本
陣
を
衛



く
も
の
が
あ
る
。
さ
り
乍
ら
も
聖
人
の
只
今
の
岡
諌
は
正
に
す
べ
て
の
宗
敬
（
王
公
持
相
の
蹄
命
崇
敬
措
か
ざ
る
信
仰
〉
を
根
底
的
に
爆

陣
せ
や
に
は
を
か
ぬ
永
恒
の
挑
戦
献
た
の
で
あ
る
。

但
し
聖
人
と
て
も
人
間
で
あ
る
。
肉
体
的
に
心
理
的
に
並
々
な
ら
ぬ
豊
か
な
人
間
的
存
在
者
で
あ
る
。
因
っ
て
よ
り
探
く
よ
り
寅
く
遠

〈
‘
縦
横
に
深
謀
知
慮
せ
ら
れ
、
煩
悶
も
さ
れ
た
の
で
あ
る
o
さ
れ
ば
宗
祖
も
、
か
く
す
れ
ば
か
く
友
る
も
の
と
知
り
な
が
ら
．
や
む
に

や
ま
ざ
る
行
動
に
出
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
は
遺
体
的
血
の
勢
で
も
骨
髄
の
動
き
で
も
な
い
。
宗
敬
的
熱
情
の
殻
作
で
も
、
愛
国
右
傾
の

暴
患
で
も
た
い
。
即
ち
聖
人
の
絶
釣
に
確
信
せ
ら
れ
た
概
威
的
批
植
の
自
然
の
行
動
な
の
で
あ
っ
た
c
性
格
と
い
へ
ば
性
格
だ
が
、
そ
は

所
謂
自
然
偶
然
的
た
性
格
で
は
な
く
し
て
、
自
費
的
主
義
的
性
格
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
と
そ
此
性
格
は
、
自
主
人
一
代
の
運

命
生
涯
を
血
と
涙
で
貫
き
、
さ
て
は
宗
閣
の
歴
史
枇
舎
的
展
開
を
も
運
命
づ
け
て
ゐ
る
で
は
友
い
か
。
僅
K

五
千
字
に
充
た
ぬ
小
論
稿
、

忽
ち
月
余
に
し
て
民
衆
に
焼
き
打
ち
さ
れ
、
官
人
に
流
罪
、
棲
む
に
荏
な
く
、
食
ふ
に
糧
危
く
、
小
松
原
に
斬
ら
れ
、
龍
口
に
例
ね
ら
れ

北
海
の
氷
雪
に
老
い
の
身
を
さ
ら
さ
ね
ば
な
ら
た
か
っ
た
等
々
の
二
十
年
ょ
。
た
ど
と
の
小
結
の
論
集
と
さ
う
働
か
ね
ば
な
ら
・
な
か
っ
た

一
貫
の
主
義
的
性
格
の
も
た
ら
し
た
賜
に
外
な
ら
ぬ
の
で
る
る
。

是
れ
後
年
こ
の
聞
の
決
意
態
度
に
つ
い
て
、
そ
の
消
息
を
も
の
が
た
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
我
K

は
之
を
た
ど
法
門
義
撃
の
概
念
的
説
明
で

な
く
‘
主
体
的
に
拍
車
人
の
内
面
生
活
を
も
っ
と
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
私
は
今
そ
の
詳
論
を
他
日
に
譲
っ
て
、
こ
h
A

に
は
（
問
題
率
的
究

明
と
し
て
）
そ
の
問
題
を
字
ん
だ
資
料
の
検
出
k
m同
め
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
聖
人
の
立
敬
開
宗
以
来
の
態
度
信
仰
行
動
救
皐
な
る
も
の

が
、
車
に
個
人
的
観
念
的
友
も
の
で
は
断
じ
て
た
い
と
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
と
の
論
篇
の
民
の
意
味
は
か
う
考
へ
・
な
く
て
は
な
る
ま

い
と
思
ふ
。

即
ち
、
聖
人
の
懐
抱
さ
れ
た
信
念
（
教
事
信
仰
〉
｜
｜
そ
れ
は
即
身
成
俳
問
題
に
外
た
ら
ね
が

i
ー
と
し
て
、
聖
人
の
全
身
全
謹
を
盤

純
蛇
伴
凸
布
製
本
質
論
の
食
料
と
附
越

一
六
九



純
粋
宗
準
本
質
論
の
受
科
と
問
題

七
0 

げ
て
、
大
自
然
と
人
間
生
活
と
の
、
そ
の
中
植
休
（
閥
次
能
力
〉
へ
は
た
ら
き
か
け
た
と
い
ふ
事
で
る
る
。
と
の
事
態
と
そ
が
‘
理
の
即

成
で
な
く
‘
事
の
即
成
で
あ
る
と
い
ふ
事
凶
質
的
た
大
問
題
で
あ
る
。

聖
人
は
と
a
A

を
充
分
と
自
覚
さ
れ
、
全
く
背
水
の
陣
を
し
き
、
自
己
の
皮
肉
を
斬
ら
せ
骨
を
も
碍
か
せ
て
、
精
髄
を
琵
揮
せ
ん
と
す
る

の
積
極
的
危
態
度
を
、
我
K

は
慎
重
に
見
つ
め
仰
ぎ
度
い
ο
と
O
製
肉
砕
品
口
の
剥
那
よ
り
ひ
ら
め
き
出
づ
る
光
輝
と
そ
．
園
土
の
謹
性
を

開
穎
し
‘
末
法
高
年
の
閣
を
限
破
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
疋
と
そ
即
成
の
理
論
で
た
く
、
即
成
の
賓
現
へ
の
必
然
営
然
の
道
た
の

で
は
る
る
ま
い
か
。

げ
に
、
元
品
の
無
明
を
切
る
大
利
剣
は
‘
と
の
時
の
聖
人
の
施
設
の
上
に
管
々
ξ
鍛
へ
ら
れ
、
臨
明
か
れ
始
め
た
ξ
思
ふ
。

さ
ら
に
之
は
聖
人
一
生
一
の
闘
節
と
し
て
、
佐
渡
・
身
延
の
時
代
的
諸
闘
節
に
い
か
に
運
闘
伸
長
し
て
ゐ
る
か
を
見
た
く
て
は
た
ら
ぬ
問

題
も
あ
る
の
で
あ
る
。


